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環境保全有識者会議委員による 

リニア中央新幹線静岡工区の現地視察(９月３日、４日)の結果について 
 

１．視察の目的  

 今後の環境保全有識者会議での議論をより深度化するため、委員による大井川上流

部の視察を通じて、南アルプスの自然環境等に関する状況等を的確に把握する。 

 

２．現地で受けた説明  

視察した箇所について、ＪＲ東海及び静岡市から、これまでの県の専門部会での議

論を踏まえ、主に以下の説明を受けた。 

①剃
すり

石
いし

発生土置き場、藤島発生土置き場 

・剃石発生土置き場については、通常土及び改良土を活用して造成する予定である。

建設汚泥を盛土材料として再生利用することで、最終処分場への搬出量を削減し、

井川地区周辺や沿道の環境負荷を低減する。 

・藤島発生土置き場については、自然由来重金属等含有土（対策土）を置く予定であ

る。周囲には二重遮水シートを敷設し、外部からの流水を遮断する。集水設備等や

放流先の河川において、定期的に水質を確認する。 

→発生土置き場の構造や排水処理などについて質疑を行った。 

 

②田代ダム 

・南アルプストンネル工事に伴う大井川の水資源問題については、昨年１２月に国の

有識者会議がとりまとめた中間報告において、 

 工事期間中に県外流出が発生した場合においても、中下流域の河川流量は維持

される解析結果となったが、一方でこれらの解析結果は一定の前提を置いた上

での計算結果であり不確実性を伴う、 

 また、ＪＲ東海は、過去に同社がトンネル湧水の全量を大井川に戻すことを表

明したことを踏まえ、県外流出量を大井川に戻す方策について、関係者の納得

が得られるよう協議すべき、 

とされた。これを踏まえて、本年４月２６日、ＪＲ東海が静岡県に対して、県外流

出量を戻す具体的な方策案について説明を行い、現在、静岡県や流域市町等の関係

者と協議を進めている。 

→田代ダムでの取水方法や維持流量などについて質疑を行った。 

 

③西俣ヤード（非常口等） 

・千石非常口付近～西俣非常口間に工事用道路トンネルを新設する。発生土や資材の

安全で安定的な運搬に活用することにより運搬に伴う環境負荷を低減するほか、防

災機能も期待。 

・トンネル掘削にあたっては、高速長尺先進ボーリングにより掘削前に地質や湧水の

状況を把握する。地質調査の結果を踏まえ、必要に応じてトンネル湧水低減対策を

実施する。 

・工事排水の水質の管理については、水質（ｐＨ、ＳＳ、重金属等）を検査の上で放

流する。また、掘削箇所の濁水とそれ以外の清水に分けて管理することにより濁水

量の低減を図る。 

・上流域では降水量・河川流量・地下水位をそれぞれ計測する。（計測地点について説

明） 

→工事用道路トンネルの施工方法や機能、河川流量等の計測方法などについて質疑を

行った。 
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④悪沢 
・河川・沢の動植物に関する対応として、トンネル掘削前には、流量・動植物等調査

及び工事の影響検討（水収支解析等）を行っている。この結果を踏まえ、環境保全
措置、モニタリング計画を整理している。 

・トンネル掘削段階では、高速長尺先進ボーリング等を実施し、地質や湧水の状況を
把握する。また、湧水量の低減、水質等の管理やモニタリングの実施など変化に応
じた対応を行う。さらに、沢の流量減少に備えて、移しょく計画の事前検討を行う。 

 （沢における動植物調査の内容について説明） 
・食物連鎖図を作成する沢では、魚類を捕獲し、個体数や種類、体長、体重等を確認
するとともに、イワナ類等は胃の内容物を調査しており、種別の個体数等を調査す
る。また、ＤＮＡ分析による在来のヤマトイワナの同定を行っている。さらに、魚
類の餌となる底生動物、流下昆虫、落下昆虫を捕獲し、種類等の調査を行っており。
その調査結果をもとに、食物連鎖を定量的観点から整理している。 

・アクセスが難しい沢では、監視カメラの設置を進めている。 
・課題として、沢の調査が急峻な地形や厳しい気象条件に阻まれ制約を受けることが
ある。 

→沢のモニタリング方法や魚類の生息状況調査方法などについて質疑を行った。 
 
⑤千石ヤード（非常口等） 

・各宿舎では、高度浄化装置を使用し、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）濃度等を法
令に基づく排水基準等の１／４程度に低減する。 

・河川へ放流する前の生活排水の水質について、１回／日を基本に測定していくこと
で、水質管理を徹底する。 

※各宿舎（西俣、千石、椹島）の生活排水対応について、千石を代表例として説明。 

→生活排水の処理方法やモニタリング方法などについて質疑を行った。 
 
⑥ツバクロ発生土置き場 

・ツバクロ発生土置き場は、 燕
つばくろ

沢
さわ

を避けた平坦な位置に計画している。ＪＲ東海が

将来にわたって責任をもって維持管理を実施する。 

・鉄道や道路等の技術基準に基づき、１００年に１度の雨を想定した排水設備を設置
する。さらに、縦排水工を設置し、盛土内の水を確実に排水するとともに、地下水
位、盛土内水位を観測する。 

・河川放流前に水質を測定し、排水放流先河川においても水質の測定を行う。 
・地域性系統である在来種などによる緑化を実施する。既に種子の採取や苗木育成等
の試行を開始している。 

→盛土の排水設備や在来種などによる緑化計画などについて質疑を行った。 
 
⑦千枚小屋周辺お花畑 
・国、県、市町村では、ニホンジカ対策ワーキンググループ（ＷＧ）を設置し、ボラ
ンティアの協力を得ながら、高山植物を保護するための防鹿柵の設置を進めている。
同ＷＧでは、ハンターと連携しつつ、鹿の個体数管理も進めている。 

・ＪＲ東海は、高標高部の植生への影響を確認するため、湧水等の成分分析、土壌水
分量測定、電気探査を行う計画である。 

→高標高部の植生への水分供給経路の調査方法などについて質疑を行った。 
 

⑧椹
さわら

島
じま

ヤード（導水路トンネル・事務所・宿舎） 

・作業員用の宿舎の一部及び現地事務所は整備が終了している。また、周辺景観に配
慮した建屋の外壁や木製の仮囲いを設置している。 

→工事終了後の宿舎の活用方法などについて質疑を行った。 
以上 



日時 令和４年９月３日（土）～４日（日）

視察者
有識者会議委員　　中村座長、德永委員、大東委員、丸井委員、辻本委員、保高委員
国土交通省　　　　　奥田大臣官房技術審議官（鉄道）　　　他
静岡市　　　　　　　　田嶋環境局長　　　他

時刻 概略行程

12:10 剃石
すりいし

発生土置き場

12:25 藤島発生土置き場

14:45 田代ダム

15:10 西俣ヤード（非常口等）

15:40 悪沢

16:30 千石ヤード（非常口等）

16:45 ツバクロ発生土置き場

11:00 千枚小屋周辺お花畑

14:00 椹島
さわらじま

ヤード（導水路トンネル・事務所・宿舎）

９月３日（土）

９月４日（日）

リニア中央新幹線静岡工区　現地視察行程

itoh-r2kb
テキストボックス
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リニア中央新幹線静岡工区 現地視察 写真
剃石発生土置き場 藤島発生土置き場 田代ダム

西俣ヤード（非常口等） 悪沢 千石ヤード（非常口等）

ツバクロ発生土置き場 千枚小屋周辺お花畑 椹島ヤード（導水路トンネル・事務所・宿舎）

すりいし

さわらじま

４



視察行程①

主要地方道
南アルプス公園線

一般県道
三ツ峰落合線

主要地方道
井川湖御幸線

国道362号

静岡駅

井川

長野県

静岡県

品川方名古屋方

山梨県

西俣非常口

視察エリア椹島

沼平

千石非常口

５

JR東海説明資料



小河内岳

品川方→

←名古屋方

イタドリ

中ノ宿１

中ノ宿２
中ノ宿３

計画路線
発生土置き場

林道東俣線

導水路トンネル
工事用道路トンネル

斜坑

西俣非常口ヤード

千石地区
各ヤード

ツバクロ発生土置き場

視察行程 ②

剃石発生土置き場

藤島発生土置き場

田代ダム

悪沢

椹島
（宿舎・導水路トンネルヤード）

千枚小屋
（標高2,610m）

：9/3 視察箇所
：9/4 視察箇所

６



剃石発生土置き場

林道東俣線
：盛土範囲
：土留め

・地元からご要望頂いた発生土の活用先
・通常土及び改良土（トンネル工事で発生する建設汚泥を盛土材料として
利用できるように処理をしたもの）を活用し造成
・建設汚泥を盛土材料として再生利用することで、最終処分場への搬出量
を削減し、井川地区周辺の環境負荷を低減

斜路

面積：約1.8ha／容量：約15万m3

約25ｍ

0ｍ 50ｍ 100ｍ

７



藤島発生土置き場（構造）
・自然由来重金属等含有土（対策土）を置く予定
・対策土の周囲には二重遮水シートを敷設し、外部からの流水を遮断する
構造（二重遮水シートによる封じ込め工法）

大井川
約20ｍ

：二重遮水シート
：現状の地盤面

A-A’
不織布

不織布

不織布

遮水シート

遮水シート

A

A’

：盛土
：林道

0 25 50
(m)

対策土通常土

平面図

断面図

面積：約1.6ha

容量：約10万m3

（内、対策土：約8万m3）

８



藤島発生土置き場（排水処理とモニタリング）
・集水設備等や放流先の河川において、定期的に水質を確認
・観測井を設置し、地下水の水質を確認

流下方向 大井川

浸潤水
集水
設備

盛土（対策土）範囲

排水路（対策土の浸潤水）

排水路（その他の排水）

水質確認地点観測井観測井

沈砂池
沈砂池

二重遮水シート

浸潤水
集水
設備 対策土

排水路（対策土浸潤水）

排水路

排水路 通常土

平面図

断面図

0 25 50
(m)

９



・山梨県への流出と同時期に実施することが可能な案
・関係者のご理解のもとで、東京電力リニューアブルパワー株式会社に依頼
し、田代ダムにおいて、県外流出量と同量の大井川からの取水を抑制し、
大井川に還元する方策

工事の一定期間、発電のための取水を抑制し、大井川に還元する方策

案のイメージ（静岡・山梨県境付近）

N

西俣川

取水口

先進坑

本坑
山梨県静岡県

品川方→

←名古屋方

田代川
第二発電所へ

先進坑

本坑

山梨県へ
流出する湧水

大井川

大井川（東俣）

山梨県へ
流出する湧水

取水を抑制し
大井川に還元

田代ダム取水を抑制し
大井川に還元
※具体的な方法は

別途検討

県外流出量と同量を大井川に戻す方策（Ｂ案）

１０



宿舎エリア

土砂ピット

護岸
沈砂池

濁水処理設備

沈砂池

非常用発電設備

上流側

下流側 西俣川
沈砂池

受変電設備

西俣斜坑坑口
（非常口トンネル）

工事用道路
トンネル坑口

換気設備

資材置き場

火薬設備
詰所

換気設備

観測井
（浅：GL-50m）

観測井
（深：GL-400m）

護岸

西俣ヤード全体図

詰所

Ｎ 0 100m
着手済
未着手
未着手（トンネル坑口部）

１１



西俣非常口ヤード

二軒小屋ロッヂ

千石作業員宿舎

工事用道路
トンネル

千石非常口

先進坑・本坑

・千石非常口付近～西俣非常口間に新設（約４ｋｍ）
・発生土や資材の安全で安定的な運搬に活用、防災機能も期待

工事用道路トンネル

西俣管理用道路

１２



掘削の前に地質や湧水の状況を把握

※山梨工区

高速長尺先進ボーリング施工写真
A.高速長尺先進ボーリングの実施
できる限り早く前方の地質（破砕帯等の位置）や湧水の状
況を把握

C.先進抗の掘削
破砕帯に薬液注入しながら地質や湧水の状況を詳細に把握

D.本坑の掘削
A～Cの結果を踏まえて適切な補助方法等の選択

B.コアボーリングの実施
破砕帯等や湧水量の変化が著しい場所、地質の変化が想定
された箇所等で実施し、透水係数などの物性値を把握

本坑

先進坑

A

C

D

B

掘削方向

掘削方向

切
羽

約
12.8ｍ

約
7.0ｍ

破
砕
帯
等

500～1000m

凡例
高速長尺先進ボーリング
コアボーリング
薬液注入

高速長尺先進ボーリングによる地質等の把握

１３



・掘削箇所の濁水と、それ以外の清水に分けて管理
・水質（ｐＨ、ＳＳ、重金属等）を検査のうえで放流

水質の管理について（工事排水）

工事施工ヤード

濁水の流れ

処理後の水質を
確認したうえで放流

濁水処理設備

地点02

清水の流れ

水質調査地点

処理後の水

処理設備

トンネル坑口

原水槽

ｐＨ処理設備
地点01

（pH,濁水,自然由来の重金属等）

ＳＳや自然由来の重金属等の
管理基準を超過した場合は

処理設備にて処理

処理後のpHを
確認したうえで放流

地点03

トンネル

掘削工事により
発生する濁水

清水
清水と濁水が混合しないように排水
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＜河川、沢流量調査＞
：常時計測（４地点）
：月一回計測（７地点）
：年二回計測（３８地点）
：監視カメラによる流況の監視

＜地下水位調査＞
：常時計測 （７箇所）

＜降水量調査＞
：常時計測（３箇所）

さわらじま

椹島

上流域での河川流量、降水量、地下水位の計測

：計画路線
：斜坑
：導水路トンネル
：工事用道路トンネル

【凡例】

※地下水低下量図は、GETFLOWSによる解析結果 １５



悪沢とトンネルの位置関係（平面図）

悪沢流域

悪沢

千枚岳
標高：2,880m

丸山
標高：3,032m

：流域
：本坑
：先進坑

：斜坑
：工事用ﾄﾝﾈﾙ
：導水路ﾄﾝﾈﾙ

状況写真①

状況写真②

流域面積：
3.92km2

東岳（悪沢岳）
標高：3,141m

１６



①計画策定
・動植物･環境調査
・工事の影響検討
（水収支解析等）

・環境保全措置
・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画
を整理【沢カルテ】

河川・沢の動植物に関する対応フロー

トンネル掘削前 トンネル掘削中

②地質調査
先進ボーリング等
を実施し、地質や
湧水の状況を把握

③環境保全措置等の実施
③－１湧水量の低減
③－２水質等の管理
③－３モニタリングの実施
変化に応じた対応

④沢の流量減少への備え
移しょく計画の事前検討

トンネル掘削完了後

１７



任意採取（捕獲調査）

・魚類を捕獲し、個体数や種類、体長、体重等を確認
・胃の内容物を調査し、種別の個体数、湿重量等を調査
・ＤＮＡ分析による在来のヤマトイワナの同定

魚類調査

ストマックポンプ

胃の内容物調査

胃の内容物

魚類の生息状況調査

１８



悪沢

（参考）河川等流量調査
：常時計測（４地点）
：月一回計測（７地点）
：年二回計測（３８地点）

悪沢（済）

蛇抜沢（済）

新蛇抜沢（済）

西小石沢（済）上岳沢（済）

内無沢 魚無沢

瀬戸沢（済）
西俣ヤード

：常時監視カメラ設置箇所（８地点）
※１回/日の頻度で画像を撮影、送信

西俣斜坑

新蛇抜沢 西小石沢

監視カメラによる流況の常時監視

わるさわ

じゃぬけさわ

しんじゃぬけさわ

にしこいしさわ

うおなしさわうちなしさわ

せとさわ

かみたけさわ

〇常時監視カメラの設置状況

0kｍ 1km 2km
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上流側

下流側

宿舎

非常用発電設備

受変電設備

濁水処理設備土砂ピット

受変電設備

受変電設備

濁水処理設備

大井川

工事用道路
トンネル坑口

沈砂池

沈砂池
沈砂池

火薬設備

詰所

換気設備

詰所

資材置き場

資材置き場

千石斜坑坑口
（非常口トンネル） 換気設備

土砂ピット

着手済
未着手
未着手（トンネル坑口部）

特高鉄塔設備
※電気事業者施工

千石ヤード全体図

Ｎ 0 100m
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・各宿舎では、高度浄化装置を使用し、BOD濃度等を法令に基
づく排水基準等の1/4程度に低減
・循環型の風呂を使用し、浴槽から出る生活排水を低減
・河川へ放流する前の生活排水の水質（BOD）について1回/日
を基本に測定していくことで、水質管理を徹底

水質の管理について（生活排水（BOD））

実際に設置した高度浄化装置
２１



Ａ－Ａ’

盛土

地山

1370
1360
1350
1340
1330
1320
1310
1300
1290

050100150200250300

現林道

管理道路

付替え林道

段切り

約65m

：官民境界

：ドロノキ群落

：盛土

：付替え林道

：管理道路

：沈砂池

：排水設備

現林道

下流側

上流側

Ａ
’

Ａ

大
井
川

0m 300m

燕沢

ツバクロ発生土置き場①

盛土

地山

•燕沢を避けた位置に計画
•当社が将来に亘り責任をもって維持管理を実施
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下流側 燕沢

大
井
川

現林道

上流側

0m 100m 200m 300m

Ａ
’

Ａ

盛土

地山

地下排水工

水平排水工

のり尻構造物

小段排水溝

大井川

縦排水

沈砂池
基盤排水層

雨水排水工

水平排水層

のり面排水

のり肩排水溝 地山接続排水溝 1370
1360
1350
1340
1330
1320
1310
1300
1290

050100150200250300

•鉄道や道路等の技術基準に基づき設計
•100年に1度の雨を想定した排水設備を設置
•縦排水工を設置し盛土内の水を確実に排水すると
ともに地下水位、盛土内水位を観測

Ａ－Ａ’

：官民境界 ：基盤排水層

：ドロノキ群落 ：地下排水工

：盛土範囲 ：雨水排水工

：沈砂池 ：縦排水

縦排水の例水平排水工の例

ツバクロ発生土置き場②
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既に種子の採取や苗木育成等の
試行を開始しています

種子採取（2021年10月）

発芽状況（チドリノキ、2022年6月）

着手前 造成中 将来形

地域性系統である在来種などによる緑化を実施

ツバクロ発生土置き場③（緑化計画）
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高標高部における電気探査、土壌水分量の測定、水質の化学的な成分分析

丸山付近
東岳（悪沢岳）

付近

中岳避難小屋付近

西カール付近

高山裏避難小屋
（湧水）

天鏡池

荒川小屋
（湧水）

千枚小屋
（湧水）

駒鳥池

拡大図

：電気探査、土壌水分量測定
：電気探査
：湧水等の成分分析

西カール付近の調査箇所
（電気探査・土壌水分量測定） 土壌水分計設置箇所の土壌 荒川小屋付近の湧水

0ｍ 1,000m500m
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上流側

大井川

Ｎ

濁水処理設備
沈砂池

非常用発電設備
受変電設備

ＪＲ宿舎

ＪＶ宿舎

ＪＶ宿舎

ＪＲ事務所

ＪＶ事務所

非常用発電設備
受変電設備

沈砂池

受変電設備

土砂ピット
護岸

着手済
未着手
未着手（トンネル坑口部）

導水路
トンネル坑口

換気設備 詰所

資材置き
場高度処理浄化槽

椹島ロッジ

下流側

椹島ヤード全体図
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